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～今を知り、未来を創造する～ 

神奈川県立山北高等学校 

                               校 長  岩 本 明 子 

 文部科学省から「地域との協働による高等学校教育改革推

進事業（地域魅力化型）」に本校が採択され２年となりまし

た。本冊子はこの２年目の実践をまとめたものです。ようや

くお届けできるようになりました。どうぞ、御覧いただき、

御助言・御感想をお寄せいただけたら幸甚にございます。 

２年目となった令和２年度は、想定できなかったほどのCOVID-19の感染拡大があり、当初の計

画を変更せざるを得なかった１年間となってしまいました。そうした中で「アフターコロナ」

「ウィズコロナ」を意識した計画に修正し、生徒の成長を促せるよう研究を一歩一歩進めること

ができたのは、県教育委員会、山北町をはじめとする様々な機関・企業・団体等に御指導、御協

力をいただいたことが大きいと思います。あらためて、感謝申し上げます。 

山北高校は、昭和17年に町立の女学校として地元の熱い思いから生まれた学校です。しかしな

がら、この研究が始まるまで、自分たちの学校が立地している地元、「山北町」に関心を寄せる

生徒は多くはありませんでした。今回、この研究を進めていく中で「山北町の生活や仕事に興味

がわいた」という言葉が生徒たちから出てきました。これは、生徒一人ひとりがテーマであった

「山北町」を調べたばかりではなく、フィールドワークで山北町の方々と接したことから得られ

た心情だと思います。このように「ひととひととのふれあい」が自分自身を育てる、ということ

を生徒たちが体験的に学んだことは大きな収穫です。 

今回の研究ではＳＤＧｓをベースに、超少子高齢化が全国より早く進んでいる山北町、多くの

生徒の生活場面である神奈川県西部の自治体に対して政策提言ができることを目指してきました

が、２年が経過した今「この研究の過程にこそ大きな学びのチャンスが存在している」という実

感があります。生徒が未来の姿を想像し、自らの未来を創造していく中で、どのように気づき、

成長していくかを検証することは大切なことと思われます。 

令和３年度、最終年度をいよいよ迎えます。令和３年１月26日には、中央教育審議会答申にお

いて「地域や社会の将来を担う人材の育成を図るために、現在及び将来の地域社会が有する課題

や魅力に着目した実践的な学びに重点的に取り組む学科」についての言及があり、年度末には学

校教育法施行規則等の一部を改正する省令等が公布されました。山北高校ではこの研究が、目の

前にいる生徒・将来の生徒に何を残せるかということを視点にさらなる取組の推進を図ってまい

ります。今後も御指導、御支援をお願いいたします。 



学校教育目標

① ②

③ ④ ⑤

着実に努力

山北高校は５つの力を育てます

① 自他の幸福を求める心と健やかな身体を育てる。
② 基礎的な知識・技能を身に付け、それらを活用して探究する力を育てる。
③ 地域と共にスポーツと文化活動に取組み、その意義と悦び、成果を地域に還元、
普及、発信する力を育てる。

④ 社会において果さなければならない使命を自覚し、個性に応じて将来の進路を
決定する力を育てる。

⑤ 他者理解を前提としたコミュニケーション力を育てる。

⾃他を思いやる⼒

協働する⼒ 未来を切り拓く⼒

挑戦する⼒

伝わる⼒

Consider Challenge

Cooperate Create Convey

学校教育方針

「５つの力」を育てる山高のリソース

・教科横断型

授業の推進

・文系、理系、

スポーツ系の

クラス展開

・ICTの積極的

活用

・規範意識や

自律心の醸成

・個に応じたサ

ポート体制を

担う教育相談

環境

・高校生として

の誇りと責任

を生む「一人

が一校を代表

する」意識

・主体性を育

む「部活動」

・全生徒一人

ひとりの多様

な進路実現に

向けたガイダ

ンスの実績、丁

寧な個別指導

・地域との協働

による、SDGｓ

等今日的な課

題解決能力の

育成と地域人

材の育成

教育課程・学習指導 ⽣徒指導・支援 特別活動・部活動 進路指導・支援 地域等との連携

⼭北⾼等学校 グランドデザイン
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